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0.　はじめに
　本稿は言語主体の心理・認識とその表現に着目し、その観点から日本語表現の「や
はり／やっぱり」の特質を明らかにすることを目的とする。それを効果的に行うため
に異言語との対照研究による方式を取る。具体的には主体的な表現の一つである副詞
の「やはり／やっぱり」を取り上げ、それに対応する英語表現との対照を行う。
　「やはり」については加藤（1999）が先行研究についてその歴史と問題点とを詳細
に論じ、十分な解明に至っていないことを明らかにした。その後の日本語学内での研
究に格段の変化が見られない中、一方で、発話を認知活動の面から捉えて含過程構造
説を提唱し、それを英語との比較対照へと進めた氏家（1996）のような研究もある。
　本稿では、従来あまり進められて来なかった異言語との対照という視点に立ち、ま
た、文法化現象という形で出現した主体的表現の発達を視野に入れ、日本語表現の一
特質である「やはり／やっぱり」の解明につなげていきたいと考える。本論で見るよ
うに、この日本語の副詞には英訳においては対応表現が与えられなかったり、不適切
な訳が施されたりする例が多々見られる。この背景にある一つの大きな要因として、
「やはり／やっぱり」は主に話者の主体的表現として使われるが、ここには文法化現
象が関わり、文法化以前の客体的表現に対する訳語が変化後である主体的表現に対し
てもそのまま使われていること等の問題がある。こうしたことは、日本語学習者がこ
の語を使いにくいと感じることに通じる。ここに英語表現でも起きている文法化現象
が絡まり、問題を複雑化している。
　この副詞の英語対応表現はさまざまであるが、本稿ではその内の ‘after all’ とい
う副詞句に、後に見るような理由で焦点を当てて考察する。
1. 問題のありか　
　考察の資料とした用例は、吉本ばななの『キッチン』『満月 --- キッチン２』から取
った。これは現代日本の小説の内、多くの言語に翻訳された珍しい作品として対照言
語学の視点を将来的に拡大して行けるという理由からである。
　この作品から次の例１と例 2 を示し、ここにひそむ問題点を取り上げることにした
い。英訳本は Megan Backus によるKitchen である。なお、[　] 内には話し手の名を
示した。　　
例 1
　　「住む所、決まりましたか？」 [ 雄一 ]
　　「まだ全然」   [ みかげ ]
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　　私は笑った。　　　　　
　　「やっぱり。」　  [ 雄一 ]　　　　　　　　（『キッチン』p.10）
　　 “Did you decide on a place to live yet?”
　　 “Not even close.”  I smiled.
　　 “I see.” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（KITCHEN  p.6）
　みかげが笑ったことに対して雄一が、ここで「やっぱり」に対応する表現として与
えられたものは “I see.”である。英英和辞典（英英辞典に一部、和訳が加えられて
いるもの）であるCOBUILD Advanced Dictionary of American English, English/Japanese  1st 
edition（2008）（以下、COUBUILD と略記）によれば “I see.” について次のものが挙
げられている。
　　
　You can say ‘I see’ to indicate that you understand what someone is telling you. 
（SPOKEN）（FORMULATE）
上記（SPOKEN）は「口語」を示し、（FORMULATE）は「決まり文句」を意味する。
次いで、例文として次のものが挙げられている。
　
　‘He came home in my car.’ - ‘I see.’（「彼は私の車で帰って来た。」「なるほど。」）
　　（「彼は私の車で帰宅した。」−「ああ、そう。」筆者訳）
　
　また、『研究社 新英和大辞典　第六版』（2002）の ‘see’の項目に ‘ I see.’があるが、
そこには「分かる、理解する」と記されている。上記の雄一の発話「やっぱり」は、
「やっぱり、そうですか」の意と考えられ、この内の「そうですか」が省略されたも
のと言えよう。そう考えると、英語訳 ‘I see.’は、「やっぱり、そうですか」の後半「そ
うですか」の部分が訳されたものであるということになる。つまり、「やっぱり」は
英語では訳されているとは言えない。
　氏家（2007）には、台湾からの学生を初めとする日本語学習者が「やっぱり」につ
いて「これが何と言っても一番難しい。どんな時に言うのか。」との質問を繰り返す
という事実の紹介と、このことが「やっぱり」が日本語に特有な表現である可能性を
示唆するとの指摘がなされている。異言語では表現されなかったり、「やっぱり」の
持つ認知過程が伝わらない訳し方がなされたりするケースを本稿では確認して行くこ
とになるが、これは異言語（本稿では英語）に対応表現がないからではないだろうか。
　では、次の例はどうだろうか。
　
例２
私のアパートの前で、車が止まり、
「じゃあ、みやげ待っているから。」
雄一が言った。今からひとりであの部屋へ帰って行くのだ。きっとすぐに草に水
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をやるのだろう。
「やっぱり、うなぎパイかしら。」
　私は笑って言った。　　　　　　　　　　　　　（『満月 --- キッチン２』p.108）
He stopped in front of my house. “So,” he said, “be sure to bring me back 
something.” After this he’d be going back to that apartment, alone. Soon, no 
doubt, he’d be watering his plants.
“An eel pie, of course.” I laughed.        　　　　　　 （MOON---KITCHEN  p.77）
例１と同様にCOUBUILD において ‘of course’ がどう説明されているか検討してみよ
う。
You say of course  to suggest that something is normal, obvious, or well-known, 
and should therefore not surprise the person you are talking to. （SPOKEN）　
 
例文としては次のものがある。
1. Of course there were lots of other interesting things at the exhibition.
（もちろん / 言うまでもなく、展覧会には他にも面白いものがたくさんあった。
筆者訳）
2.  “I have read about you in the newspapers of course,” Charlie said.
    （「あなたのことはもちろん新聞で読んでいますよ」とチャーリーは言った。）
　例２における「やっぱり」の使い方であるが、「やっぱり、うなぎパイかしら。」の
解釈としては、静岡県と言えば浜松市がうなぎの産地としてよく知られ、また、「う
なぎパイ」がお土産として知られているという知識があって、この表現は使われてい
る。この「やっぱり」の英語対応表現は ‘of course’となっている。COUBUILD にあ
る例文１、例文２からは ‘of course’ は辞書の記述通り「もちろん」「言うまでもなく」
の意で間違いないだろう。しかし、その根拠としては論理的な必然性がある場合、また、
当然過ぎて「言うまでもない」等、さまざまなものが考えられる。この内の後者は次
節の（c）に挙げる ‘As people say’ の指すところに部分的に通じる。ただし、前者、
つまり、論理的必然性云々については ‘of course’ と ‘As people say’ の指すところ
とは合致するとは言えない。
　以上、わずかな例ではあるが、「やっぱり」という日本語一語に対し、英語では一
対一の対応表現はなく、時に無視され、また、対応表現となるものが時に不確実だと
いうことを確認した。以下、主体的表現としての「やはり」一語で日本語話者はどの
ような認識を示すのかについて考え、その英語対応表現との関係について考えること
にしたい。
２．主体的表現「やっぱり」
　話者の認識を示すとされる主体的表現とはどのようなものか。初めに氏家（1996）
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の「含過程構造」について考えることにしよう。これは日本語に特徴的とされるもので、
目前の事態を認知した時、それ以前に得た情報や認識が話者の脳裏に浮かび、この両
者を関係づけて一語で表現されるような構造のことである。一定の時間にわたる心的
プロセスが含まれる語とされるものとして助詞、助動詞、一定の副詞等々が該当する。
ここには認知的視点に基づく、語に含まれる心的要因への着目がある。この心的な部
分の表現は認知的視点から日本語を分析した時枝誠記（1953）により話者の「主体的
表現」とされるもので、概念によって示される「客体的表現」という語と区分される。
　氏家（1996）では副詞の「やはり／やっぱり」を取り上げ、次のように含過程構造
を説明している。
（１） やっぱり、ここは静かだ。
　話者が A. 目前の事態を認知（ここは静かだ）した際に、B. それに関わる過去に得
た知識・情報が同時に想起され、表現される。この心的過程を示す「やっぱり」を英
語で表現すると次の三通りが考えられるという。
　（a）As I expected, ~
　（b）As you told me, ~
　（c）As people say, ~
　（a）は話者が以前からそこは「静かなだ」という認識を持っていたが、実際に行っ
てみて静かだと認識して発話した時の「やっぱり」の使用に対する英語対応表現であ
る。（b）は話の相手が以前、そこは静かなところであると言ったが、話者が実際に
行ってみて静かだと認知した時に使われる「やっぱり」の英語対応表現である。最後
の（c）は「世間で言う通り」「人々が言うように」と日本語に翻訳される表現であり、
これは部分的に前節の ‘of course’ と通じるところがある。
　日本語では一単語で表現されるものが英語ではこうした従属節を要する。しか
し、同様の意識はあると次のことからも言えそうだ。『研究社新和英中辞典　第４版』
（1995）の「やはり」の項で、会話では「やはり」に相当する語を用いないで、助動
詞または be 動詞に強勢を置くことによってその意味を表わすことが多いとしている。
すると、この語に関して言えば、英語では心的内容を周辺言語である音調で示し、一
方、日本語では心的内容を言語記号で示す（氏家 2007 p.115） ということが言える。
　ここで前節の例２の ‘of course’ について再度触れるなら、これは含過程構造「や
っぱり」の英語対応表現中の（c）に近いものと考えられる。「うなぎパイがいいかも
知れない」という話者の思いはそう発話する直前に、それが「世間一般」に知られて
いることだということが想起されたことで「やっぱり」を伴い、例文２の「やっぱり、
うなぎパイがいいかしら」という発話となったと捉えることができるからである。そ
こで、‘of course’ が使われた。 ‘of course’に関して、本稿ではここまででとどめ
ておくこととする。
　周辺言語の使用で示されるように、同様の意識は異言語、つまり英語を母語とする
人にもあり得るが、それが言語記号になっているか否か、どのように記号化されてい
るかに違いがあると見ることができよう。
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３．辞書における「やはり／やっぱり」の記述と文法化現象
　ここではまず、国語辞典における「やはり／やっぱり」の説明を、特にそこに見ら
れる客体的表現から主体的表現へと移行する文法化現象を導き出すことを目的に検討
する。次いで、その記述に対応表現の与えられている和英辞典で、その意味分類の項
目と例文を検討し、のちの考察の土台とする。
３．１　国語辞典の場合
　『日本国語大辞典　第二版』（2002）（以後、『日国』と表記する。）において「やはり」
は次のように記述されている。
１．動かさないでそのままにしておくさま、静かにじっとしているさまを表わす
語。やほり、やっぱり。（用例の文献初出は 1462 年。以下、括弧内の年数等
は文献初出年）
２．事態・状況が変化していないさま、同じであるさまを表わす語。依然として。
やっぱり。（室町末〜近世初）
３．予期した通りの事態であるさま、順当な事態であるさまを表わす語。やっぱ
り。（1887 年）「やはり素晴らしい絵だ」、「息子もやはり医者だ」
４．さまざまに考えられても、または、さまざまな経過を経ても、結局は、同じ
結果、同じ事態に終結することを認める気持を表わす語。やっぱり。（1706 年）
　氏家（2007）も指摘するように、第一版では第 4 項は記載されていない。第４項
は「〜を認める気持ちを表す語」とあるように「主体的表現」であることが明らかで
ある。また、第３項は「予期した通りの」とあることから、これも主体的な表現、か
つ、含過程構造に属すものであり、また、第 2 項からの移行過程にあるものを含む
と見てよいだろう。この「主体的表現」とは前節で見たように日本語を対象として
導き出されたもの（時枝 1941, 1953）であるが、最近の英語学の成果と連動させる形
で説明することができる。つまり、第 3、第 4 項に属すものは第 1 項、第 2 項の示す
意識を概念化したものである「客体的表現」に発し、文法化現象へと特にその内の
subjectification[ 主体化 ]（秋元 2002 、p.12）を示すものに変化し、「主体的表現」の
領域に達したと考えられる。つまり、第 2 項は主体性への移行の萌芽期にあるものと
見ることができよう。
　また、文法化現象に付随することとして指摘される音声面の変化（秋元 2002 p.28）
がこの「やはり／やっぱり」にも現れており、主体的表現、特に、相手への訴えかけ
や情動が伴うなど、直接性が強いと「やっぱり」が現われると言えそうである。砕け
た形として、「やっぱ」、「やっぱし」等があるという紹介でとどめておくこととする。
この音声面の変化は『日国』の第 2 項から現れる。日常的な話し言葉においては通常、
「やっぱり」が使われることが多い本稿では主体的表現としての「やはり／やっぱり」
を扱うが、その一般性から本稿の表題には「やはり／やっぱり」を使った。ただし、 
辞書の記述、また、小説の心内表現でも「やはり」が使われているため、両者を取り
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上げている。
　以上の点を考慮し、主に「主体的表現」を示す第 3 項と第 4 項、そして、これらに
対応する英語表現に焦点を当てて以後の考察を進める。
３．２　和英辞典の場合
　和英辞典の「やはり」の項目はどう記されているか。近年のものとして、『ウィズ
ダム和英辞典』（2008）〔以後、『W 和英』とする〕を取り上げると、次のような５種
の小項目に意味内容が分類されている。
　　１．【同様に】also、too  ２．【たとえそうでも】all [just] the same　
　　３．【依然として】still  ４．【思った通り】as one（had）expected
　　５．【結局】after all
　これらは「やはり／やっぱり」が、どのように英語表現されるか。まず第１項、第
３項は『日国』第２項に対応し、ほぼ客体的事態の表現とみなすことができる。客体
的表現は主体的表現に比べると一般に異言語間での対応表現が得やすいという例とも
なる。ここで注目すべきは第 4 項に見るような記述で、これは氏家（2007）によれば、
『研究社和英中辞典　第 3 版』（1983）以降に現れたものである。これは、「含過程構
造」に通じるものとして主体的表現を示すものである。また、第５項にも注目したい。
この項は「結局」としてまとめられ、副詞句 ‘after all’ が対応表現となり、「（意図・
計画などに反して）」という補足説明がある。この補足説明から推すと、当面、主体
的表現を示す範疇に入る可能性が考えられる。例文としては次のものが挙げられてい
る。
他の約束があったが、やはりパーティーに行くことに決めた。
I had another appointment, but I decided to go to the party after all. ・・・①
　補足説明とこの例文から考えると、これは『日国』で新たに加えられた第４項に対
応するもの、つまり、主体的表現に該当するのだろうか。第５節で再度、検討を加え
ることにしたい。
　これに関連して、1962 年出版のKenkyusha's New Japanese-English Dictionary では 「や
はり」の項に、‘after all’ が記載されている。これは主体的表現を早くに示したもの
なのか。例文として次のものがある。
He turned out to be a knave after all.（彼はやはり悪漢だった。） ・・・・・・②
　この例文では ‘He’ に関して、一定の時間を経た後で（‘after all’）、‘a knave’ で
あることが判明したと表現されており、事態を客体的に表現したものと見られる。つ
まり、話者の主体的表現そのものとは距離がある。このことから、和英辞典に主体的
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表現としての「やはり／やっぱり」の訳語・訳文が登場したのは上述の 1983 年出版『研
究社和英中辞典　第 3 版』という線は動かないようだ。
　以上、国語辞典の記述と、和英辞典による対応英語表現について検討した。しかし、
言葉は人々のコミュニケーション行動において使われるものである。辞書の記述はそ
こからの抽象化としてあるわけだが、現実のコミュニケーション行動にできるだけ近
い形、つまり或る状況や文脈の中で話者の認識活動に伴って現れる言葉について考察
することで、対象とする言語の特質に、より近づくことができるはずだ。次節では、
小説等の翻訳において「やはり／やっぱり」に ‘after all’ が対応表現とされた例を
検討する。
４.　小説等の英訳に見る‘after all’
　日本の文学作品に現れた「やはり／やっぱり」に英語対応表現として ‘after all’ 
が示された例はどのようなものか。一定の文脈・状況の中で意識的な認知作用を示す
「やはり／やっぱり」の現れる姿、また、‘after all’ の現れる姿を確認する必要がある。
辞書の記述はそれらから帰納され抽出されたものであるが、できるだけ具体的に人間
の言語行動、認知行動の中に現れた姿を捉えることが必要になる。
　第 1 節で見た吉本ばなな『キッチン』には ‘after all’ を対応表現とする例は見ら
れなかった。そこで、夏目漱石『坊ちゃん』を考察の材料とする。この作品は日本の
近代小説の作品中、教育学習用の訳書を除き、現在、３人による英訳書が刊行されて
いるため、対応する英語表現の比較ができる。このことは、対照言語学的考察を進め
る上で得難い作品であるという理由に基づく。その 3 種とは以下の通りである。 
・ 1968 年  Umeji Sasaki 訳、チャールズ・E.　タトル出版
・ 1997 年  Alan Turney 訳、講談社英語文庫出版 [ 以後 、A・T と略す ]
・ 2006 年  Joel Chon 訳、講談社インターナショナル出版   [ 以後 、J・C と略す ]
作品中、「やはり／やっぱり」は全 19 の使用例が見られたが、‘after all’ を対応表現
としたものは A・T で 1 例、J・C で 2 例の計 3 例であった。順次、見ていくことに
しよう。
１．おれはその時からべつだん何になるという了見もなかった。しかし清がなる
なると言うものだから、やっぱり何かになれるんだろうと思っていた。今か
ら考えるとばかばかしい。（p.14, l.15）
A･T：Although I couldn't see myself becoming anything, Kiyo kept on saying, 
"You will! You will!" so I thought that perhaps I might after all. Looking 
back on it all now, it seems ridiculous.　（p.13, l.14）
　ここでの「やっぱり」は「清」が繰り返して言うため、自分もそれ「と同様に」何
かになると思うに至ったの意を示す。「誰かがこうなると言うから、自分もそのよう
に思った」の意である。英訳の ‘after all’ は時間的な問題として、「やがて / 最後に
は / 結局」の意を持つ客体的表現となっている。「やっぱり」の対応表現ではないため、
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原文の意に合致しないが、文としてはこれで自然なもの、わかるもの、になっている。
「やっぱり」の示す意識・認識が関心の対象にない文化では当然の事態とも考えられる。
２．しかしたしかにあばれたに違いないがと、廊下のまん中で考え込んでいると、
月のさしている向うのはずれで、一、二、三わあと、三、四、十人の声がか
たまって響
ひび
いたかと思う間もなく、まえのように拍子を取って、一同が床板
を踏み鳴らした。それみろ夢じゃないやっぱり事実だ。（P.54, l.16）
J･C： As I stood there sunk in my thoughts, the silence was suddenly 
shattered by dozens of voices screaming "One, two, three . . . 
YAAAAAHHH!!!" from down at the end of the corridor where the moon 
was shining in so brightly, followed in no time by the same rhythmic 
stomping of feet on the wooden floor that I'd heard before. So it hadn't 
been a dream after all.　（p.57, l.11）
　ここでは自分の推測について考え違いかと訝った後、推測が正しかったことを裏付
ける確証を得て、「やっぱり事実だ」と、「元の考えとの一致」を示し、心理的な紆余
曲折を経た後の話者の主体的表現として使われている。英文を直訳すると、「結局、
夢ではなかった」ことが分かったの意を示す形で訳されている。この英文でも「最終
的に」の意のみが示され、原文の「やっぱり」の心的過程が訳されているとは言えない。
３．山嵐は君それを引き込めるのかと不審そうに聞くから、うんおれは君におご
られるのが、いやだったから、ぜひ返すつもりでいたが、その後だんだん考
えてみると、やっぱりおごってもらうほうがいいようだから、引き込ますん
だと説明した。山嵐は大きな声をしてアハハハと笑いながら、そんなら、な
ぜはやく取らなかったのだと聞いた。（p.129, l.2）
J･C： "You're taking them back?" he asked incredulously. "Yeah," I explained, 
"I didn't want to accept any favors from you so I was determined to 
return your money, but when I thought things over later I decided that 
it was better to accept after all, so I'm taking these back." The Porcupine 
broke into a loud guffaw and asked "Well, in that case why didn't you do 
it sooner?"　（p.124, l.17）
　ここでも「やっぱり」は、当初或る考えを持ったが、その後、反芻を重ね、その結
果、その考えを翻すに至った、元に戻ったとする意で、主体的表現として使われてい
る。英訳では「当初の考えに反して、受け容れる方がいいと最終的に心に決めた」と
なる。先行するものに反する事態が出現した時に使われる‘after all’ の例であろう。
　英訳部分 ‘after all’ については次節でさらに検討したい。
　なお、ここに別種のもので、日本の漫画が対訳形式で出版されたものを加えると、
次のような例がある。
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「やっぱり、これはすてるしかないな。」
I guess we’d better throw it away after all.  ・・・・・・・・・・・・・・③
　（対訳『ドラえもん』１巻 p.117） 
 
　原文は「捨てるかどうか」に関していろいろ考えたり行動したりした結果、他の選
択肢を放棄し、「捨てる」という考えに至ったことを表す主体的表現である。英訳の 
‘after all’ には次節で触れる問題がある。文副詞として ‘I guess’ を修飾するものか、
そうでないか。以下で考えることにしたい。
５．「やっぱり」と ‘after all’
　前節では或る状態・文脈の中で「やはり／やっぱり」の現れる姿と、その対応表現
としての ‘after all’ に原文がどの位映し出されているかを、思考・認知作用に焦点
を当てて検討した。
　ここで、第 3 節で見た辞書の記述も含め、副詞句 ‘after all’ についてまとめてい
くことにしたい。そのためにまず、これまでの考察を確認し、深めるための検討を行う。
思考・認知作用に焦点を当てての検討であるため、「やはり／やっぱり」の場合同様に、
‘after all’ に客体的表現と主体的表現との別を見ることが課題となる。
　客体的表現については前節の『坊ちゃん』で１や２の例を見た。第 3 節で見た② ‘He 
turned out to be a knave after all.’（彼はやはり悪漢だった）などの例も客体的事態
の表現であるとすでに判定したとおりである。また、ここで、小松（2000）から次の
ような例を取り上げる。これは書名『訳せそうで訳せない日本語』とあるように、「や
はり」は英語に訳しにくいことが、その例から分かる。日本文が先にあり、それに英
訳を付ける形で示されている。
　
成功の原因は、やはり、我々のターゲットの設定が正しかったことだ。
It’s success proved that the target we set was correct after all.  ・・・・・④ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小松達也 2000,p.40）
       
　英文は「成功したことで、我々が設定したターゲットが『結局／最後に／最終的に』
正しかったということが判明した」の意を示し、この ‘after all’ は客体的事態の表
現である。しかし、元となる日本語の文ではどうだろうか。この日本文は本来次のよ
うなものと考えられる。
成功の原因は、やはり、我々のターゲットの設定が正しかったことにある／あっ
た。
　これを「原文」とすることにして、この発話は、成功の原因があれこれ取りざたさ
れる中で、それを「我々のターゲット設定」だと考えていた話者が、自分（達）の推
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測が当たっていたとするものである。すると、「やはり」に表されている話者の主体
的認識は表現されないままに、客体的表現の ‘after all’ が当てられた例となる。
　では、次に英語の主体的表現に目を転じよう。Oxford Advanced Learner’s Dictionary
（2010）〔以後、OALD とする〕には以下の記述がある。
 
1 despite what has been said or expected 
Ex. So you made it after all! 
（ああ／さあ／じゃあ、[ いろいろあったが ] 結局やり遂げたじゃないか。筆
者訳） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑤
2 used when you are explaining sth, or giving a reason 
Ex. He should have paid. He suggested it, after all. 
（彼が払うべきだったのだ、もともと／もとはと言えば 彼が言い出したのだ
から。筆者訳） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑥
　上記２項中の第１項は、発話起因となる或る事態の認知以前の段階でなされた予想
や風評「に「反した」ときに使われることを示している。例文は「やり遂げた」とい
う事態を話者が認知した際に、それ以前の段階でなされた予想 [ 不首尾に終わる（か
も知れない）] が想起され、それと併せて表現している点で『日国』「やはり」の第３
項との類似性を持つ。また、この間の紆余曲折の存在が示されている点で『日国』第
４項とも類似する。つまり、主体的表現に属すものと考えられる。
　また、このOALD に類似するものとして、次のような例も見られる。
    
used when sth is different in reality to what sb expected or thought    結局、
やはり
Ex.  So you decided to come after all! （=I thought you weren’t going to 
　   come.）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑦
（ああ、やはり来ることにしたのですね＝私はあなたが来ないだろうと思ってい
た。） 『ワードパワー 英英和辞典』（2002）
　この記述は「現実が人の予想や考えと違っている場合に使われる」の意を示す。例
文は、相手は来ないであろうと話者が予測したが実際は来た、という状況でのもので
あり、「予想に反した」と話者が認識した時にこの副詞句が使われることがわかる。
この「予想」の存在と、それ「に反した」という点で『日国』の第３項と第４項にそ
れぞれ部分的に相当することは、OALD の第１項の場合と同じである。
　しかし、「予想に反した」という限定は「やはり」に直接対応するものではなく、
日本語の「やはり／やっぱり」には「予想に反した」の意はない。第 3 節で見た『W
和英』の第 5 項「結局」の補足説明「意図、計画などに反して」も同様に、「やっぱり」
とは異なるものである。前節の『坊ちゃん』の 3 の例がこれに近いようにも見えるが、
初めに持った（良くない）意を翻し、「元に戻った」ところに主眼があって「やっぱり」
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が使われているのであって、この違いには注意する必要があろう。
　以上、二種の ‘after all’ を検討したが、これを今まで例文の文末にある番号①〜
⑦を例として整理してみよう。
A. 客体的（事態の）表現
　　①　I had another appointment, but I decided to go to the party after all.
　　②　He turned out to be a knave after all.
　　④　It’s success proved that the target we set was correct after all.
B. 主体的表現
　　⑤　So you made it after all!
　　⑦　So you decided to come after all!
C. 現時点で分類保留
　　③　I guess we’d better throw it away after all.
　　⑥　He should have paid. He suggested it, after all.
　
　ここで少し補足説明をしておく。①は「他の約束があった、しかし〜」というよう
に、客体的事態とそれに反して取った行動との関係が明確にされているため、話者が
‘after all’ を使う意識は「客体的事態として」そして、「その結果／結局」という側
面にあると見られる。客体的表現とするのが妥当であろう。例文では話者と行為者と
が一致しているために主体的表現と思われるかもしれないが、行為者が第三人称者で
あったらどうか。
① He had another appointment, but he decided to go to the party after all.
客体的表現とすることに人は異を唱えないのではないか。
　次に、B. の場合である。 ‘So’ で始まる文⑤⑦は ‘So’ と ‘!’ の存在から、相手と
その関連事態を目の当たりにしての情動を伴う発話であることがわかる。この ‘after 
all’ は上記②や④のような客体的表現とは明らかに質を異にする、話者の主体的表現
として区分することができよう。
　ところで、補足説明として最後に、文副詞、また、それに準ずる「文副詞（相当語）
句」について考えることとする。文副詞とは通常、文の表す内容に対する話者のコメ
ントや態度を表すとされ、そのため、「文全体」 を修飾するとされる。しかし、認知
文法の視点から「文の主観性領域を修飾する」（古賀（2009：p.1109））とする古賀（2009）
の立場にここでは与したい。①から⑦までの例文で ‘after all’ はすべて文末にある。
が、「主観性領域を修飾する」のは⑤、⑦、また、③が ‘I guess’ と呼応する場合で、
これらが文副詞に準ずる「文副詞（相当語）句」とでも呼ぶべきものであろう。ただ
し、③は ‘after all’ が ‘we’d better throw it away’ 内に収まる場合もあり得るため、
その際は心理的過程が不明となるという意味で「現時点で分類保留」の枠に入れてお
く。
　「やっぱり」の『日国』第３項、第４項は主に話者の主体的表現であるが、‘after 
all’ は文副詞相当のものとして、客体的（事態）表現と主体的表現との両方に現れて
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いる。この内、「文の主観性領域を修飾する」文副詞（相当句）、つまり、B. に属す
ものが本稿で問題にする「やっぱり」に対応するものである。ただし、‘after all’ に
は⑥のような「元はと言えば」「そもそも」の意を示すと思われる例が表記上も明ら
かな文副詞として用いられている。ただし、文献が少なく、明確な結論を出すには至
らない。英文の作品や会話中でどのように使われ、どのような意識を表しているのか
を調査する作業をとおしてこの副詞句の全体像をつかむ必要があろう。
　関連して、‘in the end’ などの問題もあるが、これについての分析は次の機会に譲
りたい。
６．むすび
　日本語の特質の一つである主体的表現「やはり／やっぱり」について、その英語対
応表現として本稿では ‘after all’ を取り上げ、対照言語学的考察を行った。「やはり」
は客体的事態の表現を示すものとして、何らかの元になるものに戻るという原意をも
つ。そこから、主体的表現をも示すものとして、発話起因となる事態の認知から、そ
れに先行する予想等の認知内容との一致という認識を示すものへと発展し、口語表現
として「やっぱり」の形態の定着を見た。「やっぱり」は日本社会でのコミュニケー
ション行動において、このように意味を拡大させ、文法化現象を示しつつ、主体的表
現を示すものへの発達を遂げた。
　話者の認識活動を示すこの単語に一対一の形で対応する英語表現はみつからない。
本稿では ‘after all’ という副詞句を対応表現候補の一つとして検討した。その結果、
A. 客体的事態の表現、B. 主体的表現の区分が成立することを見た。しかしながら、
小説、辞書の例文等からは「やっぱり」の主体的認識は表現されないままに、客体的
表現の ‘after all’ が当てられた例が多く確認され、この語の示す認識表現が英語を
母語とする人に理解されにくい語であることが確認された。‘after all’ は「客体的事
態」として、「その結果／結局」という側面に話者の意識があって使われていると考
えられる。しかし、‘after all’ の B. の中に発話起因となる事態と、それ以前の予想
と関係づけて発話するものが見られ、「やっぱり」との部分的な類似が確認された。
この副詞句においても、文法化現象が見られ、主体化が見られると推測される。‘after 
all’ の中の主体的表現は文副詞相当句として働くが、その中にも未解明の要素が含ま
れる。客体的事態を示すものから主体的表現への移行・発達においてはその過渡的な
ものを含み、判定の難しいものがある。
　日本語表現をそれに対応する異言語の場合と対照して検討したが、言語にはその使
用をとおして、類似した変化・発達が見られるという推測ができそうである。日英語
共に、原意から離れた意は生まれないようだが、「主体化」が各言語に現出する場合、
どんな類似現象が見られるようになるのか、今後さらに検討を深めたい。
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